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   ・生涯学習       

生涯学習分野については、平成２８年度から「第５次千葉市生涯学習推進計画」に基

づき各種施策を進めています。 

 

千葉市生涯学習推進計画の目標 

市民が自ら学んだ成果を生かし、 

活力あるコミュニティを形成できる環境づくりを進める 

～学びを通して地域がつながるまち 千葉市～ 

 

 

「成果指標」における「達成状況」の記載につぃて 

 各指標について、H30 末(中間)目標値に向けた H28 末現状値の状況を４段階に分類します。 

区分 説明（成果指標の達成状況基準） 

◎ H28 末現状値が H30 末(中間)目標値以上 

○ 
「H28 末現状値と H27 末現状値の差」が「H30 末(中間)目標値と H27 末現状値の差」に対し６０％

以上 

△ 
「H28 末現状値と H27 末現状値の差」が「H30 末(中間)目標値と H27 末現状値の差」に対し６０％

未満 

× H28 末現状値が H27 末現状値未満 

    ※数値データの出典などについては、各成果指標の右下に示しています。 

 

「アクションプラン」における「進捗状況」の記載について 

各計画事業について、H30 末(中間)目標値に向けた H28 末の状況を示します。 

区分 説明（計画事業の進捗状況基準） 

順 調 

計画に対し、概ね計画通り進捗している。 

「新規」「拡充」：各年度の目標事業量に対し、定量的に事業量を測れる事業は８割以上の進捗を目

安とし、その他の事業は目標事業量からの遅延・乖離がないかを目安とする。 

「継続」：H27 年度事業量（規模）と比較して、同等であることを目安とする。 

達 成 計画事業が計画期間の途中で終了するもの 

遅 れ 計画に対して事業進捗に遅れが出ている、「継続」で事業規模を縮小した。 

休 止 事業を休止し、次年度以降に再び実施する予定 

中 止 事業を中止し、今後も実施しない。 
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1 学習活動のきっかけの提供 

 

 

 市民が学びの楽しさ、大切さに興味・関心を持ってもらえるよう、様々な機会・手法を

活用して情報を発信し、学習のきっかけづくりにつなげます。 

 国・県・大学等、市以外が提供する学ぶ場についても積極的に情報発信し、学習機会の

拡大に努めます。 

 学習に関する各種相談を受け付けることで、スムーズな学びはじめ・学び直しをお手伝

いします。 

 

                  生涯学習振興課 

 指標 
H27末 H30末 H33末 H28末 達成 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （現状値） 状況 

1 
生涯学習に関心のある市民

の割合 

76.9% 83.0% 90.0% 
80.5% ○  

（26年度末）   

WEBアンケート 

（現状値はインターネットモニターアンケート） 

2 

生涯学習に関する情報が充

実していると感じる市民の割

合 

56.4% 60.0% 70.0% 19.3% 

※ 
× 

（26年度末）   

WEBアンケート 

（現状値はインターネットモニターアンケート） 

※H28末の WEBアンケートの設問内容を変更したため、数値が大きく変動している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1-1 生涯学習の普及啓発 

 施策の方針  

 成 果 指 標  
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（表の続き） 

№ 達成状況に対する説明 今後の取組み等 

1 

・「生涯学習に関心のある市民の割合」は、各種媒体によ

る学ぶ場と学ぶための情報提供や、公民館・生涯学習セ

ンターの施設稼働率の向上、過去最高の入場者数を記録

した「科学フェスタメインイベント」などの学習のきっ

かけづくりとなる生涯学習イベントの開催により、平成

27 年度末に比べて 3.6 ポイント上昇しました。 

・各種事業の実施や、生涯学習に関する情

報提供などにより、生涯学習に関心のあ

る市民の割合が増えるよう努めます。 

2 

・「生涯学習に関する情報が充実していると感じる市民の

割合」は、平成 27年度末に比べて 37.1 ポイント下降し

ていますが、アンケートの設問項目を直接的な表現に変

えたため、一概に比較することができません。 

・市民への生涯学習に関する情報の充実を

図るため、引き続き、様々な機会・手法

を活用して情報を発信していくととも

に、効果的な情報発信について検討して

いきます。また、国や県、大学、専門学

校等が実施する講座等について、情報の

収集や提供をしていきます。 
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              生涯学習振興課等 

№ 事業名 
新規・拡充項目 

継続 

H27末 H30末 H33末 H28末 進捗 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （実績） 状況 

1 
学ぶ場と学ぶための

情報提供の充実 

SNS等の活用、

市以外が実施す

る講座情報の収

集・提供 

 

実施 

（H26） 
拡充 実施 拡充 順調 

2 

学習のきっかけづくり

となる生涯学習イベ

ントの開催 

継続 継続 継続 継続 継続 順調 

3 
e ラーニングの普及

事業の実施  

e ラーニング普及

事業の実施 

検討 

（H26） 
実施 継続 実施 順調 

 

                                      生涯学習振興課等 

№ 主な成果と考察 今後の取組み等 

1 

 

・生涯学習センターにおいて、ホームページや市政だより等の

広報紙の発行とともに、Twitter や平成 27 年度から開始した

Facebook を原則毎週更新することにより、講座、イベント及

び地域の情報等を広く発信するなど、様々な手法により市民

に情報を得る機会を提供し、生涯学習の関心を高めることに

寄与したと考えられます。 

・公民館では、市政だよりや公民館だより、チラシなどにより、

学ぶための情報の提供に努めています。 

・SNS や公民館だよりなど様々な媒体に

よって情報を発信していきます。ま

た、生涯学習センターや公民館にお

いて、市以外が実施する講座等につ

いても、収集及び提供を行います。 

2 

・「まなびフェスタ」や「千葉市科学フェスタ」、「公民館文化祭」

などのイベントを通して、生涯学習の意義や学びの楽しさを

伝えることができました。特に、科学フェスタメインイベン

トは、未就学児や中高生、大人など幅広い層への取り組みを

実施し、平成 28 年度の来場者は 20,918 人と過去最高となり

ました。 

・生涯学習の普及啓発のため、「まなび

フェスタ」や「千葉市科学フェスタ」、

「公民館文化祭」といった生涯学習

イベントを継続して開催します。 

3 

・生涯学習センターにブラウジングカフェを新たに設置し、民

間事業者（スクー）と連携したオンライン動画学習サービス

を無料で体験することにより、最新の e ラーニングに触れる

機会を提供し、市民の学習機会の拡大を図りました。 

・生涯学習の普及啓発のため、e ラーニ

ングの普及事業などを継続して実施

します。 

 

 アクションプランの進捗

成 果 指 標 
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 学びに興味を持った市民が学習活動をはじめるにあたって、快適で参加しやすい学習環

境の確保に努めます。 

 ICT 等の活用を通した生涯学習施設の利用サービスの向上に努めます。 

 生涯学習施設等の保全・改修により、学習環境の維持・向上に努めます。 

 

 成 果 指 標  

                              生涯学習振興課 

№ 指標 
H27末 H30末 H33末 H28末 達成 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （現状値） 状況 

3 

市の生涯学習施設が 5年前

よりも利用しやすくなったと考

える市民の割合 

31.5% 36.0% 40.0% 
※1 ― 

（26年度末）   

生涯学習関係団体アンケート調査 

4 

生涯学習施設を年 1回以上

利用したことのある市民の割

合 

44.1% 50.0% 60.0% 
※2 ― 

（26年度末）     

1 万人まちづくりアンケート 

※1 「生涯学習関係団体アンケート」は各目標年度に実施のため、平成 28年度は未実施 

※2 「1万人まちづくりアンケート」は 3年に 1回の実施のため、平成 28年度は未実施 

 

 

 

№ 達成状況に対する説明 今後の取組み等 

3 

※「生涯学習関係団体アンケート」は各目標年度に実施の

ため、平成 28年度は未実施であり、達成状況を確認で

きません。 

※引き続き、関連するアクションプランを

推進します。 

4 

※「1万人まちづくりアンケート」は 3年に 1回の実施の

ため、平成 28年度は未実施であり、達成状況を確認で

きません。 

※引き続き、関連するアクションプランを

推進します。 

 

 

 1-2 学習環境の整備 

 施策の方針  
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 アクションプランの進捗

成 果 指 標 

 

                    生涯学習振興課、中央図書館、こども企画課等 

№ 事業名 
新規・拡充項目 

継続 

H27末 H30末 H33末 H28末 進捗 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （実績） 状況 

 

1 

 

生涯学習施設等の利

用環境の充実 

生涯学習センターの

施設稼働率 

51.5% 

（H26） 
54.0% 55.0% 58.5% 順調 

公民館の施設稼働率

(＊調理室を除く) 

45.2% 

（H26） 
48.0% 50.0% 46.8% 順調 

 

2 

 

図書館サービスの向

上 

地区図書館の開館時

間の拡大 
― 1館 1館 ― 遅れ 

分館における休日開

館の実施 
― 3館 3館 ― 遅れ 

3 
子どもの居場所の確

保 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

4 

 

公民館の改築 犢橋公民館の改築 基本設計 
H30年 4月

供用開始 
供用 

建設中（H29

年 10月供

用開始予

定） 

順調 

 

5 

 

公民館の改修 

冷暖房設備改修 3館（H26） 1館 4館 1館 順調 

屋上防水・屋根改修 3館（H26） 6館 12館 4館 順調 

トイレ改修 1館（H26） ― 3館 実施設計 順調 

 

6 

 

中央図書館・生涯学

習センター等の改修 

中央図書館・生涯学

習センターの改修 

中央監視装

置更新 

（H26） 

アトリウム

ガーデン屋

根防水 

工事完了済 実施設計 順調 

吊天井落下

防止対策 
工事完了済 実施設計 順調 

南部青少年センター・

みやこ図書館白旗分

館 受水槽更新工事 

― 
実施設計、

工事 
工事完了済 ― 休止 

 

7 

 

コミュニティセンター

の改修 

外壁・屋上防水改修 
工事 2館 

（H26） 
― 

中間見直し

時に設定 
― 順調 

空調・熱源改修 

実施設計 1

館（H26） 

工事 1館 

（H26） 

工事 1館 
中間見直し

時に設定 
工事 1館 順調 

劣化度調査 ― 2館 
中間見直し

時に設定 
2館 順調 
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（表の続き）                       生涯学習振興課、中央図書館、こども企画課等 

№ 主な成果と考察 今後の取組み等 

1 

 

・生涯学習センターでは、稼働率の低い AV調整室を幅広い用

途に使用可能な多目的室に改良するなど、利用促進を図っ

たことにより、施設稼働率が平成 28年度末で 58.5％と、平

成 26 年度末に比べて 7.0ポイント上昇しました。 

・公民館では、地域団体等の利用が増えたため、施設稼働率

が 46.8％と平成 26年度末に比べて 1.6ポイント上昇しまし

た。 

・南部青少年センターやコミュニティセンター等においても、

施設稼働率を向上させるため、利用環境の充実を図ってい

ます。 

・快適で参加しやすい学習環境の場の

確保に努め、多くの市民に利用して

いただけるよう、施設稼働率の向上

に努めます。 

2 

・地区図書館の開館時間の拡大と分館における休日開館の実

施を計画しておりましたが、インターネットの普及を受け、

図書の貸出・返却に関して時間・場所の制約がない電子書

籍の導入について検討しています。 

・図書館サービスの向上については、

開館時間の拡大及び分館における休

日開館の実施と、電子書籍の導入に

ついて、費用対効果の面から検証し

ます。 

3 

・土曜ひろばなどの公民館での講座、公民館の一部諸室の自習

室としての開放、さまざまな主体が連携しながら運営するこ

どもカフェ、自然の中で自由に遊ぶことができるよう整備さ

れたプレーパークなどの事業により、安全で安心して活動で

きる子どもたちの居場所を確保することができました。 

・「子どもカフェ」や「土曜ひろば」と

いった子どもの居場所を確保する事

業などを継続して実施します。 

4 

・犢橋公民館の改築については、発注業務や開館準備作業を

早めたことや、工事が順調に進んだことから、平成 29 年 10

月に前倒しして供用開始する予定となりました。 

・犢橋公民館の改築については、平成

29年 10月の供用開始に向けて、準備

を進めていきます。 

5 

・公民館の改修については、建築部・資産経営部との連携に

より、中長期保全計画に基づく改修を実施しました。 

・建築部・資産経営部と連携しながら、

必要な改修や修繕を行っていきま

す。 

6 

・中央図書館・生涯学習センターの改修については、建築部・

資産経営部との連携により、中長期保全計画に基づく改修

を実施しました。 

・南部青少年センター・みやこ図書館白旗分館の受水槽更新

工事については、緊急性が低いとの判断から、改修の実施

が先送りとなりました。 

・建築部・資産経営部と連携しながら、

必要な改修や修繕を行っていきま

す。 

7 

・各コミュニティセンターの改修については、建築部・資産

経営部との連携により、中長期保全計画に基づく改修を実

施しました。 

・建築部・資産経営部と連携しながら、

計画的な改修を行っていきます。 



 8 

 

2 多様な学習機会の確保 

 

 施策の方針  

 

 郷土に対する理解と愛着を深めるため、地域の歴史や文化資源を生かした学習機会を提

供します。 

 郷土の伝統・文化を適切な保護・保存方法により後世に引き継ぐとともに、ふるさと意

識の醸成を図ります。 

 

 

 成 果 指 標  

                                    文化財課 

№ 指標 
H27末 H30末 H33末 H28末 達成 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （現状値） 状況 

5 
郷土の歴史や文化財に愛着

を感じる市民の割合 

38.3% 47.5% 50.0% 
※ ― 

（26年度末）   

1 万人まちづくりアンケート 

※「1万人まちづくりアンケート」は 3年に 1回の実施のため、平成 28年度は未実施 

 

 

№ 達成状況に対する説明 今後の取組み等 

5 

※「1万人まちづくりアンケート」は 3年に 1回の実施の

ため、平成 28年度は未実施であり、達成状況を確認で

きません。 

※引き続き、関連するアクションプランを

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2-1 郷土への愛着を深める学習機会の提供 
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 アクションプランの進捗

成 果 指 標 

 

                          生涯学習振興課、文化財課 

№ 事業名 
新規・拡充項目 

継続 

H27末 H30末 H33末 H28末 進捗 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （実績） 状況 

1 
加曽利貝塚の国特別

史跡指定 

総括報告書の刊

行 

総括報告書

の作成 

総括報告書

の刊行 

総括報告書

の刊行 

総括報告書

の刊行 
順調 

2 
文化財の保存･活用

の推進 

ゆかりの家・いな

げの改修 
― 

外壁等腐食

箇所修繕、

電気設備工

事 

外壁等腐食

箇所修繕、

電気設備工

事完了 

― 休止 

旧検見川無線送

信所の修繕 

屋上防水実

施設計 

屋上防水及

び外壁補修

工事 

屋上防水及

び外壁補修

工事完了 

屋上防水改

修工事完了 
遅れ 

市民ギャラリー・

いなげ（旧神谷

伝兵衛稲毛別

荘）の改修 

基本設計 

耐震改修、

屋根防水改

修工事 

耐震改修、

屋根防水改

修工事完了 

実施設計 順調 

3 
郷土の理解を深める

講座・事業の充実 

加曽利貝塚など

縄文時代の理解

を深める講座・事

業 

11事業 13事業 13事業 11事業 順調 

千葉氏など郷土

の歴史の理解を

深める講座・事

業 

24事業 26事業 26事業 26事業 順調 
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                                   生涯学習振興課、文化財課 

№ 主な成果と考察 今後の取組み等 

1 

 

・加曽利貝塚の国特別史跡指定については、指定に向けた取

組みとして、今までの発掘調査の成果をとりまとめた「史

跡加曽利貝塚総括報告書」を平成 29年 3月に刊行し、史跡

の価値を示す貴重な資料となっています 

・加曽利貝塚の特別史跡指定に向け、

来館者のニーズに合わせた事業の拡

充を図っていきます。また、今回の

報告で分からなかった内容を、発掘

調査や研究で解明していきます。（平

成 29 年 6 月 16 日答申。正式な指定

は 10 月ごろ） 

2 

・ゆかりの家・いなげは、当初予定していた外壁等腐食箇所

修繕や電気設備工事といった改修工事の緊急性が低く、先

送りとなりました。 

・旧検見川無線送信所は、平成 25年度の文化財調査において

緊急に修繕すべきとされた屋上の防水改修工事が完了し、

雨漏りによる躯体のこれ以上の劣化を防ぐことができまし

たが、外壁補修工事については、外壁の劣化を防ぐため、

補修箇所や方法等が見直しとなりました。 

・市民ギャラリー・いなげは、実施設計が完了しました。 

・ゆかりの家・いなげは、地域有形文

化財としての価値を損なうことがな

いよう、緊急性を考慮しながら適切

な補修を行っていきます。 

・旧検見川無線送信所は外壁の劣化を

防ぐべく、補修箇所や方法等を見直

す必要が生じたため、改めて検討し

ていきます。 

・市民ギャラリー・いなげは、建築部・

資産経営部と連携しながら、計画的

な改修を行っていきます。 

3 

・加曽利貝塚など縄文時代の理解を深める講座・事業は、イ

ベントでの物販、スタンプラリーや石器の実演・体験等の

メニューなど新たな取組みを行いました。出張展示での反

応も良く、来館者は増加傾向にあります。 

・千葉氏など郷土の歴史の理解を深める講座・事業は、千葉

開府 890 年ということもあり、関心が高く、出前授業だけ

でも約 4,700人が参加するなど、常設展や講座参加者を含

めると年々増える傾向にあります。 

・加曽利貝塚の特別史跡指定に向け、

来館者のニーズに合わせた事業の拡

充を図ります。 

・千葉氏など郷土の歴史の理解を深め

る事業として、平成 29年度は鎌倉騎

馬武者体験を実施します。 
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 2-2 市民ニーズに対応した学習機会の提供 

 

 施策の方針  

 

 急速に変化・多様化する現代社会において、多岐にわたる市民の学習ニーズに対応する

ため、幅広い分野にわたる学習機会を提供します。 

 科学・技術に関する講座・事業を通して、市民のライフスタイルに科学が溶け込む環境

づくりを進めます。 

 様々な立場の市民が、生涯を通じて必要な知識・技能を身に付けられるよう、学び直し

を支援します。 

 子どもから子育て世代、お年寄りまで、様々な世代のライフステージ*に応じた学習機会

を提供します。 

 

 成 果 指 標  

                             生涯学習振興課 

№ 指標 
H27末 H30末 H33末 H28末 達成 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （現状値） 状況 

6 
公民館の講座の参加者の満

足度 

 98.2% 99.0% 99.5%    98.5% △ 

受講者アンケート調査 

7 「科学都市ちば」の認知度 

38.6% 43.0% 50.0% 
 55.6% ◎ 

（26年度末）    

WEBアンケート 

（現状値はインターネットモニターアンケート） 
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№ 達成状況に対する説明 今後の取組み等 

6 

・「公民館の講座の参加者の満足度」については、市民の

学習ニーズに対応するため、幅広い分野にわたる学習機

会の提供を行い、平成 28年度末は 27 年度末に比べて

0.3ポイント上昇しましたが、伸び悩んでいます。 

・市民のニーズを的確に把握することなど

により、公民館の講座の参加者の満足度

の上昇を目指していきます。 

7 

・「『科学都市ちば』の認知度」については、科学館の入館

者数が 417,499 人と過去最高であったことや、千葉市科

学フェスタメインイベントの参加者数が 20,918人と過

去最高であったことにより、「科学都市ちば」の認知度

が上がっていると考えられます。特に、アンケートの結

果によると、千葉市科学フェスタメインイベントの来場

者の約 61％が初めてイベントに参加したとなってお

り、科学都市ちばの認知度の向上に寄与しました。 

・千葉市科学フェスタメインイベントの充

実や、年間を通して各公民館等で開催さ

れるサテライトイベントの充実、科学館

事業の充実などにより、「科学都市ちば」

の認知度をさらに上げていきます。 
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 アクションプランの進捗

成 果 指 標 

 

       生涯学習振興課、文化財課、中央図書館、スポーツ振興課、高齢福祉課等 

№ 事業名 
新規・拡充項目 

継続 

H27末 H30末 H33末 H28末 進捗 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （実績） 状況 

 

1 

 

現代的課題学習事業

の実施 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

2 

 

文化・芸術学習事業

の実施 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

3 

 

スポーツ・レクリエー

ション推進事業の実

施 

継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

4 

 

「（仮称）瑞穂情報図

書センター」の整備 

「（仮称）瑞穂情

報図書センター」

の整備 

検討 
H29年 3月

供用開始 
供用 

H29年 3月

28日供用

開始 

達成 

 

5 

 

科学関連学習事業の

実施 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

6 

 

未来の科学者育成プ

ログラムの充実 

ジュニア講座の

充実 
実施 拡充 拡充 拡充 順調 

 

7 

 

キャリア教育の推進 
キャリア教育の

推進 

検討 

（H26） 
実施 実施 実施 順調 

 

8 

 

放課後子ども教室の

推進 
実施日数 

21.2日/校 

（H26） 
30.0日/校 

前半 3ヵ年

の取組状況

を踏まえ、

見直し時に

設定 

19.8日/校 遅れ 

 

9 

 

子ども読書活動の推

進 

読書習慣のある

児童生徒の割合

（小学 5年生） 

45.2% 

（H26） 
49.0% 52.5% 46.0% 遅れ 

読書習慣のある

児童生徒の割合

（中学 2年生） 

46.9% 

（H26） 
49.0% 52.5% 44.4% 遅れ 

1か月間に読ん

だ本が 0冊の児

童生徒の割合

（小学生） 

1.1% 

（H26） 
0.9% 0.8% 0.6% 順調 
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1か月間に読ん

だ本が 0冊の児

童生徒の割合

（中学生） 

7.9% 

（H26） 
6.4% 5.5% 2.8% 順調 

 

10 

 

青少年教育・少年教

育事業の実施 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

11 

 

家庭教育支援事業の

実施 

「子育てママのお

しゃべりタイム」

の実施館数 

21館 

（H26） 
28館 28館 22館 遅れ 

 

12 

 

高齢化社会に対応し

た学習機会の提供 

生きがいづくり・

仲間づくり、健

康・福祉に関する

講座の開催 

実施 拡充 拡充 実施 順調 
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（表の続き）       生涯学習振興課、文化財課、中央図書館、スポーツ振興課、高齢福祉課等 

№ 主な成果と考察 今後の取組み等 

1 

 

・公民館では、情報（ICT）・防災・環境・健康・消費生活・

歴史・国際交流などの多岐に渡る現代的な課題に関する講

座を実施し、社会の中で自立して、生涯にわたって生き抜

く力や地域の課題解決を主体的に担うことができる力を

身に付けた人材の育成に努めました。 

・生涯学習センターでは、社会の急激な変化に対応し、人間

性豊かな生活を営むため、平成 32年東京オリンピック・

パラリンピックの開催を見据えたスポーツ関連事業を実

施するなど、時代に沿ったテーマを取り入れています。 

・図書館では、地域の歴史等、市民に身近な話題や生活に役

立つ様々な分野の講座を開催し、受講者アンケートで概ね

高い評価を得ています。 

・市民ニーズに対応した学習機会を提供

するため、公民館や生涯学習センター、

図書館等での現代的課題学習事業を継

続して実施します。 

2 

・市民が主体となるような事業や、子ども・若者が文化芸術

に親しむことのできる事業を実施しました。また、平成

32 年東京オリンピック・パラリンピックを見据えた、車

椅子アートプロジェクト等の文化芸術イベントなどを実

施し、個性豊かな新しい千葉文化の創造に努めました。 

・車椅子アートプロジェクトなどの文

化・芸術学習事業の取組みを継続して

実施します。 

3 

・トップスポーツチームによる学校訪問を 17 校実施するな

ど、重点事業であるトップスポーツ連携を行い、各種スポ

ーツ施策に取り組みました。 

・スポーツ推進計画に基づくスポーツ・

レクリエーション推進事業を継続して

実施します。 

4 

・「（仮称）瑞穂情報図書センター（現：みずほハスの花図書

館）」は、寛ぎながら読書を楽しめるスペースの設置に加

え、自動貸出機、タブレット端末及びデジタルサイネージ

等のＩＣＴ機器を活用したサービスの導入など、新たな取

組を行う図書館として、花見川区役所１階に整備を進め、

平成２９年３月に供用を開始しました。 

・みずほハスの花図書館で導入した、さ

まざまな先進的な取組について効果の

検証を実施します。 

5 

・公民館では、科学フェスタサテライトイベントとして、科

学館や東京ガス等と連携した科学関連学習講座を平成 28

年度に 69講座実施し、子どもたちを中心に、科学・技術

に親しみを感じさせることができました。 

・生涯学習センターでは、地球環境の保全など、科学関連学

習への市民ニーズに応えた講座を平成 28年度に 2講座実

施しました。 

・公民館や生涯学習センター、科学館な

どで、科学都市戦略事業方針に基づ

き、科学関連学習講座を継続して実施

します。 
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・科学館では、館内での講座や企画展のほか、館外でのワー

クショップなどのアウトリーチ活動、公民館や放課後子ど

も教室への講師の派遣などにより、日常に科学が浸透する

取り組みを実施しました。 

6 

・未来の科学者育成プログラムジュニア講座の回数を、2回

から 3回に拡充することにより、より多くの児童が受講す

ることができ、未来の科学者育成という目的に対し、裾野

を広げることができました。 

・児童・生徒のニーズに沿った講座を準

備し、受講生が未来の科学者への素地

を高めることができるようにしてい

きます。 

7 

・生涯学習センターでは、50 代からのライフ・プランニン

グ講座や、女性のための就活支援セミナーなど、幅広い世

代を対象とした事業を生涯学習センターで実施し、個人生

活の向上につながりました。また、eラーニングとして、

民間事業者（スクー）と連携したオンライン動画学習サー

ビスにより、学び直し・キャリアアップに寄与する学習機

会を提供できました。 

・学校教育分野では、教育関係者だけでなく、民間企業や大

学関係者からなるキャリア教育推進連携会議を開催し、

「千葉市のキャリア教育～生涯を通じたキャリア発達の

支援に向けて～」を策定しました。また、教員用キャリア

教育ガイドブックの内容について検討（基本方針、内容確

定）しました。 

・引き続き、学び直し・キャリアアップ

に寄与する学習機会を提供し、個人生

活の向上と共に、市民生活や地域産業

経済を支える人材の育成を行います。 

・学校教育分野では、これまでのキャリ

ア教育を充実させ、将来の職業を考え

るにあたって視野を広げるとともに、

労働市場等に関する情報提供の機会を

充実させます。 

8 

・放課後子ども教室のモデル校の 10 校では、総合コーディ

ネーターの活動支援により、プログラムの増加とともに実

施日数の増加が見られたものの、地域の負担が大きいな

どの理由で、1 校あたりの実施日数は 19.8 日と減少し

ています。 

・平成 29 年度から開始する子どもルーム

との一体型事業の検証を行うととも

に、総合コーディネーターによる活動

支援方策を検討し、全ての子どもに安

全・安心に過ごせる居場所と「学びの

きっかけ」の提供を目指します。 

9 

・子どもが自由に読書を楽しみ、読書の幅を広げていくこと

ができるような環境整備や適切な支援を行いました。ま

た、子どもが読書で感じたことを記録することで本を読む

きっかけを作る「まほうの読書ノート」の配布や、学校等

での読書活動の推進により、「1 か月間に読んだ本が 0 冊

の児童生徒の割合」の目標値を達成しましたが、「読書習

慣のある児童生徒の割合」の上昇には、効果が表れるまで

時間がかかると思われます。 

・｢ファミリーブックタイム事例集｣の発

行・配布や、「まほうの読書ノート」

の配布、子ども読書まつりの開催な

ど、引き続き、子ども読書活動の推進

を実施します。 
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10 

・生涯学習センターでは、子どもの社会性やコミュニケーシ

ョン能力、感性などを育む講座を平成 28年度に 19講座実

施し、未来を担う子供たちの育成を支援しました。 

・公民館や南部青少年センターにおいて、学校では体験でき

ない体験学習等の講座で、子どもたちが同じ体験を共有す

ることにより、身体と心の健康増進や、社会的適応能力を

高める効果がありました。また、青少年団体・少年団体等

に施設の貸し出しを実施しています。 

・地域の特性・地域住民のニーズ等を収

集・把握しつつ、学校では体験できな

い体験学習・工作等の学習講座の実施

や、青少年団体・少年団体等への施設

の貸し出しを継続して実施します。 

11 

・家庭教育の支援や子育ての不安や悩みを解消するため、「子

育てママのおしゃべりタイム」を公民館で実施しました。

しかしながら、子育てサポーターの確保が難しく、実施回

数や実施場所の拡大を進めることが難しい状況です。 

・人材の確保等、実施体制の強化を図り

ながら、地域の子育て世代のニーズに

応じた実施場所について検討・拡充し

ていきます。 

12 

・高齢化社会の進行に伴う需要増大に対し、認知症予防やシ

ニア向けスマートフォンの使い方などの講座を、公民館や

生涯学習センター、いきいきプラザ、いきいきセンター等

で実施し、講座の充実に努めています。 

・引き続き、高齢者が生きがいある生活

を送れるよう、公民館や生涯学習セン

ター、いきいきプラザ、いきいきセン

ター等で、生きがいづくり・仲間づく

り、健康・福祉に関する講座などを実

施します。 
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3 学びを生かしたコミュニティづくり 

 

 

 施策の方針  

 

 地域における学習活動の活発化を図るため、専門的知識を持つリーダーをはじめ、地域・

団体活動のリーダー、ボランティア等の人材を育成します。 

 講座などの学習活動をきっかけとして仲間づくり、絆づくりを進め、学習活動の担い手

の育成につなげます。 

 

 成 果 指 標  

                                 生涯学習振興課 

№ 指標 
H27末 H30末 H33末 H28末 達成 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （現状値） 状況 

8 
市民のボランティア活動・地

域活動への参加状況 

16.4% 23.0% 30.0% 21.9% 
○ 

（26年度末）    

WEBアンケート 

（現状値はインターネットモニターアンケート） 

 

 

№ 達成状況に対する説明 今後の取組み等 

8 

・「市民のボランティア活動・地域活動への参加状況」に

ついては、ボランティア・地域リーダー等の育成や、ち

ば生涯学習ボランティアセンターにおけるコーディネ

ート件数の増加などが、徐々に参加状況の増につながっ

ていると思われます。 

・地域における学習活動の活発化を図るた

め、引き続き、団体・グループ活動のリ

ーダーの養成・育成や、ボランティアの

育成などを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 3-1 地域の担い手となる人材育成 
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 アクションプランの進捗

成 果 指 標 

 

                         生涯学習振興課、高齢福祉課等 

№ 事業名 
新規・拡充項目 

継続 

H27末 H30末 H33末 H28末 進捗 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （実績） 状況 

1 

団体・グループ活動

のリーダーの養成・

育成 

指導者養成研修 

＊延受講者数 

333人 

（H26） 
370人 400人 389人 順調 

2 ボランティアの育成 

ちば生涯学習ボ

ランティアセンタ

ー登録者数 

1,634人 

（H26） 
1,850人 2,000人 1,635人 遅れ 

 

3 

 

家庭教育支援事業の

実施（一部再掲） 

家庭教育支援チ

ーム数 

2チーム 

（H26） 
4チーム 4チーム 2チーム 遅れ 

子育てサポータ

ー人数 

33人 

（H26） 
42人 42人 36人 遅れ 

4 

高齢化社会に対応し

た学習機会の提供 

（一部再掲） 

健康・福祉・介護

予防等に有用な

実践的講座の開

催 

実施 拡充 拡充 実施 順調 
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                                生涯学習振興課、高齢福祉課等 

№ 主な成果と考察 今後の取組み等 

1 

 

・生涯学習センターにおける団体・グループ活動のリーダー

の養成・育成では、定員を超える応募のあった PTA 役員研

修会や、地域コーディネーター研修について、受講できる

人数を増やすことにより、より多くの指導者を養成するこ

とができました。 

・地域の担い手となる人材を育成する

ため、団体・グループ活動のリーダ

ーの養成・育成を継続して実施しま

す。 

2 

・ちば生涯学習ボランティアセンターの登録者数は、ボラ

ンティアを紹介するイベントである「ボランティアフェア」

や、ボランティアデータベースへの情報提供などにより、

ボランティア人数を増やす取組みを行っていますが、高齢

を理由にボランティアを引退する団体もあるため、現状、

ボランティア登録者数の増加には至っていない状況です。 

・生涯学習センター、科学館、加曽利貝塚博物館、郷土博物

館、中央図書館では、施設の企画・運営等に協力する施設

ボランティアを、研修等により育成しています。 

・引き続き、ボランティアを紹介する

イベントの実施や、ボランティアコ

ーディネート件数を増やすことで、

ボランティアの活動機会を増やし、

ボランティアセンター登録者数の増

加に努めます。 

3 

・家庭教育支援事業の実施については、子育ての悩みなどを

相談できる場所として認知されてきており、今後も継続的

な需要が見込めます。また、家庭教育支援チームは、地域

団体（育成委員会や PTA など）と共催で行う学習講座など

も行っており、地域とのつながりも深まりつつあります。

なお、家庭教育支援チームについては、既存の 2 チームに

ついて、新規の協力者の確保が難しく、チーム数を増やす

ことは困難な状況です。また、公民館で実施している「子

育てママのおしゃべりタイム」の担い手である子育てサポ

ーターも、新たな人材の確保が困難な状況です。 

・家庭教育支援事業の実施は、人材の

確保について、引き続き、公民館や

学校の協力を得て、子育てサポータ

ーや青少年育成委員等の既存の家庭

教育関連団体に適切な人材の紹介を

呼びかけるとともに、チームが開催

するイベント等についてもより一層

の広報 PRに努め、参加者を含めより

幅広く参画を働きかけていきます。 

4 

・社会福祉協議会や社会福祉事業団等と連携し、公民館や生

涯学習センター、いきいきプラザ、いきいきセンター等で、

高齢化社会に対応した講座を平成 28 年度に 227 講座実施

し、健康増進や生きがいのある生活を送ることができるよ

う支援しました。 

・引き続き、公民館や生涯学習センタ

ー、いきいきプラザ、いきいきセン

ター等で、高齢者の健康増進や生き

がいのある生活を送ることができる

よう支援していきます。 
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 3-2 学習成果の活用機会の提供 

 

 施策の方針  

 

 学習の成果を社会・地域に還元できるよう、様々な活用方法や機会を提供します。 

 ボランティア等が市民の学習ニーズに合わせて活躍できるよう、支援が必要な者とのマ

ッチングや活動紹介等の機会を確保します。 

 ボランティア等が自ら積極的に活動・情報発信できるよう、拠点となる場所を確保しま

す。 

 

 成 果 指 標  

                                 生涯学習振興課 

№ 指標 
H27末 H30末 H33末 H28末 達成 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （現状値） 状況 

9 
年 2回以上学習成果を地域

に還元する団体の割合 

43.7% 47.0% 50.0% ※ 
― 

（26年度末）       

生涯学習関係団体アンケート調査 

※1 「生涯学習関係団体アンケート」は各目標年度に実施のため、平成 28年度は未実施 

 

 

 

№ 達成状況に対する説明 今後の取組み等 

9 

※「生涯学習関係団体アンケート」は各目標年度に実施の

ため、平成 28年度は未実施であり、達成状況を確認で

きません。 

※引き続き、関連するアクションプランを

推進します。 
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 アクションプランの進捗

成 果 指 標 

 

                        生涯学習振興課、中央図書館等 

№ 事業名 
新規・拡充項目 

継続 

H27末 H30末 H33末 H28末 進捗 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （実績） 状況 

1 

市民自主企画講座や

施設ボランティアによ

る学習機会の提供 

継続 継続 継続 継続 継続 順調 

2 
学習成果の発表機会

の提供 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

3 

 

青少年交流事業の実

施 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

4 

 

ボランティアセンター

等におけるコーディネ

ートの実施 

ちば生涯学習ボ

ランティアセンタ

ーにおけるコー

ディネート 

198件 

（H26） 
230件 260件 231件 順調 

5 
生涯学習ボランティ

アの活動場所の提供 

生涯学習センタ

ー内にボランティ

ア活動スペース

を提供 

検討 実施 実施 実施 順調 
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（表の続き）                                生涯学習振興課、中央図書館等 

№ 主な成果と考察 今後の取組み等 

1 

 

・生涯学習センターや科学館では、さまざまな技能を持った

市民自身が学習プログラムを企画する市民自主企画講座・

ボランティアによる企画講座を継続して実施し、市民が学

習成果を還元する機会の確保に努めました。 

・郷土博物館や加曽利貝塚博物館等では、ボランティアによ

る展示解説や案内を、図書館では、ボランティアによる育

児サークル・4 か月児健診・学校等での読み聞かせ等を実施

し、ボランティアが自らの知識や技術を還元する機会を提

供しました。 

・市民自主企画講座や、ボランティア

による展示解説・案内・読み聞かせ

を継続して実施します。 

2 

・生涯学習センターでは、まなびフェスタやボランティアフ

ェアなどを、公民館では、サークル・クラブ等の協議会等

が主催する「公民館文化祭」などの学習成果の発表の場を

提供することで、学習への意欲をより高め、生涯学習によ

るコミュニティづくりに寄与しました。 

・学習成果の活用機会を提供するため、

まなびフェスタやボランティアフェ

アなど、学習成果の発表機会などを継

続して実施します。 

3 

・生涯学習センターで開催している子どもチャレンジ教室や、

南部青少年センターで開催しているゆめチャレンジなどを

実施することにより、子どもの社会性やコミュニケーショ

ン能力を育む効果がありました。 

・公民館や南部青少年センターにおいて、青少年団体へ施設

を貸し出すことにより、青少年の自主的な活動を促すこと

ができました。 

・子どもチャレンジ教室やゆめチャレ

ンジ等の青少年交流事業や、青少年団

体等への施設の貸し出しを継続して

実施します。 

4 

・ちば生涯学習ボランティアセンターにおけるコーディネー

トの実施については、指導者や協力者が身近に見つからな

いという方と、ボランティアとして自身の知識・経験を地

域社会に役立てたいという方の橋渡しを積極的に行うこと

で、コーディネート件数が平成 27年度に比べて 33件増加

し、生涯学習ボランティア活動が活性化されました。 

・千葉市ボランティアセンター・千葉市国際交流協会では、

登録ボランティアとのコーディネートを、千葉市民活動支

援センターでは、ボランティア情報の提供等を実施してい

ます。 

・引き続き、支援が必要な者とボラン

ティアのマッチングをするため、ボ

ランティアセンターにおけるコーデ

ィネートを積極的に行います。 
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5 

・生涯学習センター内に「ボランティア活動スペース」を設

置し、ボランティアセンター新規登録者や未活動登録者に

よるミニ講座を実施することで、ボランティア活動の PR の

機会となり、ボランティアセンターへのコーディネート実

施件数が平成 27年度に比べて 33件増加したことに貢献し

ました。また、ボランティア登録者のスキルアップにもつ

ながりました。 

・引き続き、ボランティア等が自ら積

極的に活動・情報発信できるよう、

ボランティア活動スペースなどの拠

点となる場所を提供します。 
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 3-3 市民の参加・協働による学習活動の推進 

 

 施策の方針  

 

 地域が自主的に取り組む学習活動を支援し、地域課題を自ら解決するコミュニティづく

りを目指します。 

 団体活動の後援及び情報発信の支援等を行います。 

 地域で活動する団体相互の連携を支援します。 

 

 

 成 果 指 標  

                                 生涯学習振興課 

№ 指標 
H27末 H30末 H33末 H28末 達成 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （現状値） 状況 

10 

住民同士で地域課題の解決

に取り組んでいると考える市

民の割合 

24.3% 27.0% 30.0% ※ 
― 

（26年度末）    

1 万人まちづくりアンケート 

※「1万人まちづくりアンケート」は 3年に 1回の実施のため、平成 28年度は未実施 

 

 

 

№ 達成状況に対する説明 今後の取組み等 

10 

※「1万人まちづくりアンケート」は 3年に 1回の実施の

ため、平成 28年度は未実施であり、達成状況を確認で

きません。 

※引き続き、関連するアクションプランを

推進します。 
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 アクションプランの進捗

成 果 指 標 

 

                     生涯学習振興課、学事課、健全育成課等 

№ 事業名 
新規・拡充項目 

継続 

H27末 H30末 H33末 H28末 進捗 

（現状値） （中間目標） （最終目標） （実績） 状況 

 

1 

 

多様な主体による学

習活動の推進 

公民館、生涯学

習センターにお

いて多様な主体

と連携して実施し

た事業数 

103事業 

（H26） 
115事業 120事業 114事業 順調 

 

2 

 

公民館を拠点とした

地域連携の推進  

公民館の利用を

促し、地域住民

のつながりを深

める 

検討 実施 実施 実施 順調 

 

3 

 

地域交流・多世代交

流事業の実施 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

4 

 

学校支援地域本部や

コミュニティスクール

等の推進  

連携組織の設置 

学校支援地

域本部 

小：2校 

中：1校 

学校支援地

域本部を含

めた連携組

織を小中高

の三割に設

置 

学校支援地

域本部を含

めた連携組

織を全小中

高に設置 

学校支援地

域本部 

小：4校 

中：2校 

順調 

 

5 

 

健全育成活動の推進 継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

6 

 

特別教室等の開放 継続 継続 継続 継続 継続 順調 

 

7 

 

社会教育関係団体の

育成 
継続 継続 継続 継続 継続 順調 
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（表の続き）                           生涯学習振興課、学事課、健全育成課等 

№ 主な成果と考察 今後の取組み等 

1 

 

・生涯学習センター、公民館などにおいて、NPO法人や高等教

育機関、社会教育関係団体等の多様な主体と連携した講座

を実施し、それぞれの専門性を生かすことにより、さまざ

まな分野の高度な内容の学習活動を行うことができまし

た。 

・NPO法人や高等教育機関、社会教育関

係団体等の多様な主体と連携し、協働

による学習活動を推進していきます。 

2 

・公民館を拠点とした地域連携の推進は、平成 27 年度で地域

連携を検討し、平成 28 年度において、緑が丘公民館で 4事

業、打瀬公民館で 1 事業を実施することができ、地域住民

のつながりに寄与しました。 

・引き続き、公民館を拠点とした地域

連携として、地域住民と連携した講座

を推進していきます。 

3 

・公民館において、吹奏楽コンサートなどの地域交流事業や、

凧揚げ大会などの伝承遊び講座を継続して実施し、地域住

民の交流や異なる世代間の交流を支援しました。 

・地域交流事業や伝承遊び講座等の多

世代交流事業を継続して実施します。 

4 

・学校が地域とつながっていくことで、学校の教育力を高め、

地域社会が学校を中心に連携協力を深め、地域社会の活性化

を促しています。実際、環境整備、学習支援、安全見守り支

援、放課後子ども教室支援の充実した活動が行われ、体験活

動や地域を教材とした教育活動により、児童の満足度が高ま

り、自己評価が向上したという成果が得られています。また、

地域住民が支援活動にかかわることで、やりがいや手ごたえ

を感じているとの報告があります。学校を取り巻く地域の輪

が広がり、地域コミュニティの活性化が図られていると考え

られます。 

・平成 33 年度末には、本市にふさわし

い制度設計の下、学校支援地域本部の

設置や学校運営協議会の導入など、各

地域に応じた多様な形態の学校・地域

の連携体制を全校に設置することを

目指します。 

 

5 

・市が委嘱した青少年育成委員が、地域の危険箇所の点検、

レクリエーションやスポーツ活動、研修会、環境浄化活動

や補導点検、あいさつ運動、地区の環境整備活動等を行い、

地域の青少年の健全育成を図りました。特に、「青少年の日」

及び「家庭・地域の日」を中心とした時期に活動を集中し

て実施しました。また、青少年育成委員会では、児童・生

徒をとりまく危険性などをテーマとした研修を、ブロック

ごとに実施しました。 

・情報ツールの急速な普及や人間関係

の希薄化等、青少年を取り巻く環境が

年々大きく変化し、青少年が関わる事

件・事故が多発している中、地域の中

核となって青少年の健全育成に大き

く寄与している青少年育成委員会活

動への支援を継続していくとともに、

より一層の活性化を促していきます。 

6 

・特別教室等の解放については、継続して事業を実施し、団

体活動や団体相互の連携を支援しました。利用人数は平成

27 年度比で約 13％増加したものの、利用可能時間は限られ

ており、利用団体の意向を充足しているとは言い難い状態

です。 

・特別教室等の開放については、学校

施設開放に順次移行します。また、利

用が少ない星久喜小学校では事業を

休止します。 
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7 

・公民館等で社会教育関係団体向けの研修を継続して実施し、

団体活動や団体相互の連携を支援しました。 

・社会教育関係団体向けの研修などの

事業を継続して実施します。 
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評価委員による評価  

 ○岩崎委員  
 

平成 28 年度千葉市教育委員会が執行した生涯学習部所管に関わる事務について、以下、

総括的所見（全体について）、放課後子ども教室の推進、図書館機能の拡充、の三つの観点

に焦点をあてて意見を述べる。 

 

全体について 

生涯学習に関わる活動は、市民の興味・関心や市民自身のそれまでの学習活動に依拠する

傾向があり、行政の働きかけや努力だけでは興隆しうるものではない。しかし、市民の学習

活動が市の文化度や民度を上げることに寄与する点では、学習環境の整備などの生涯学習活

動の推進は、民主的な市民生活の保障、市民の協働や支えあいの涵養、災害対応のまちづく

りの基盤、につながる働きかけである。生涯学習部所管に関わる事務の実施状況は、おおむ

ね良好になされており高く評価できるが、今後もなお一層真摯な取り組みがなされることを

期待したい。 

千葉市の生涯学習施設を具体的に見れば、専門的技能を持った職員を有する千葉市中央図

書館、事業企画力に富む生涯学習センター、日本最大級の縄文時代の貝塚を有する加曽利貝

塚博物館など、他の自治体では実現できない施設や人材を擁し、これらの物的・人的資源を

最大限に活用した上で、市民が無料、もしくは廉価で受講できる様々な学習活動の場や機会

が提供されている。また、公民館、地区図書館といった地域に根付いた施設はもとより、教

育委員会所管でない施設においても、市民参加の講座やワークショップなど、市民が参加す

る学習活動が積極的、かつ熱心に行われている。市民が当然視している生涯学習活動に対す

る行政サービスが、職員の能力や努力によって成立していることを、職員のモラール向上の

ため適切に評価し、市民にアピールすることが重要である。 

同時に、以上のような物的・人的資源を持つ強みはあるものの、昨今の財政事情では、業

務効率化や費用対効果を考慮せざるを得ないことも現実問題としてある。そのため、限られ

た予算で市民への行政サービスをより充実・向上させるためには、生涯学習関連施設への一

部民間への業務委託などによるサービスの効率化と質の確保をめぐる議論は避けて通れな

いところであろう。 

施設の充実と円滑な運営を第一義的に検討するならば、施設と市民をつなぐファシリテー

トの力、コーディネート力、ネットワーク力、情報力、フットワークの軽さなどは、民間の

方が短期的には優れている場合もあり、このようなソフトスキルについては、積極的に民間

活力の導入の効果が期待されるところである。一方、長期的計画や方向性の検討、公共性、

公平性、継続性は行政の優れたところであり、その重みは改めて認識すべき点であろう。 

このように、民間委託を考慮する際には、行政側に、施設の方向性、委託方針、サービス

内容、職員の専門性に係る要件など、委託内容を企画し、適切な内容を提示し、実行させる

力量が強く求められる。そのため、民間と行政の性格の違いを押えた上で、行政職員の専門

性を高めるとともに、行政のガバナンス全体の強化を併せて考慮することが不可欠となる。 
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放課後子ども教室推進について 

民間への業務委託の例としては、平成 29 年度に始まった、放課後 NPO アフタースクール

による稲浜小学校を場とした「千葉市放課後子ども教室・子どもルーム一体型モデル事業」

がある。 

保護者の就労が条件であった子どもルームに対し、一体型モデル事業は、さまざまな事情

により、子どもの放課後の居場所を求めるすべての保護者に、等しく子どもを預ける道を開

くものである。保護者によっては、子どもの小学校入学前に放課後対応を指標に住居選択を

行う傾向もあり、放課後子ども教室の充実は、千葉市に人口を呼び込む一つの方策でもある。

共働き世帯の増加に伴い、放課後子ども教室が拡大される方向性にあっては、ボランティア

のみに依存する脆弱な体制で、その内容の充実や管理・運営、責任体制を確立するには限界

がある。今回、千葉市が予算化し NPO等に業務委託した上記モデル事業では、プログラムの

充実、地域人材とのコーディネートなどが図られ、責任体制が明確となっており、受益者で

ある保護者からも好意的評価がなされることであろう。 

民間委託にあっては、前述のとおり、委託する行政側の企画・デザイン力が問われる。子

どもの安全を確保し、地域人材とのさらなる連携・協働の促進などを視野にいれた学校を場

とする地域づくり、充実したプログラムなど、行政が教育目標とする内容を具体的に委託内

容に盛り込むことが肝要である。同時に、随時目標に応じた評価を行うことは、子どもの健

全育成を守るため、また行政と委託業者との対話のためにも必要不可欠な作業である。評価

に応じた委託の継続も含め、運営体制の今後の在り様の検討が丁寧になされることが望まし

い。 

 

図書館機能の拡充について 

 民間委託のもう一つの例として、中央図書館の直轄・窓口委託の形態で、「みずほハスの

花図書館」が平成 29年 3月に開館した。区役所の中という立地を活かした図書館であり、

民間の持つノウハウや新しい発想が取り入れられている。公共性担保のため、選書業務は市

が直接実施し、業務委託の内容が明確になっていることは、図書館職員の専門性の高さによ

るものであろう。このように、業務分担を明確にし、専門的技能を持つ職員と委託業者との

対話を促進し、委託関係を円滑にすることが民間委託の前提である。 

また、地域にある地区公民館や公民館図書室は、これまでどおり図書館の重要なアウトリ

ーチ先である。市内に張り巡らされた図書館のネットワークを維持し運営するため、ガバナ

ンスの中核となる優秀な専門的図書館職員の人材確保は必須であり、職員の一層の資質向上

が望まれるところである。 

 

その他、民間への業務委託にあっては、施設管理といったハードの面のみならず、市民参 

加の学習活動を促す企画、ファシリテートなどのソフトの面でも NPO等の持つ情報やノウハ

ウが有益な場合も多い。一定の力量を持つ NPO等に積極的に市民の参加型学習事業の運営を

担当させ、市民の学習グループを育てる実践が、地域の生涯学習施設で随時企画・実施され

ることも一考であろう。 

 

 


